
一柳鴨川
ld

ナ
ム
!
ナ
リ

寄
大
夫
信
安
。
永
正
六
年
生
、
費
名
彦
三
郎
。
丹
羽
一
を
女
湖
、
支
流
な
る
を
男
澗
と
す
る
。
商
さ
四
O
米
。
一
正
二
年
造
内
裏
段
銭
弁
附
役
割
付
に
、
『
ご
貫
入
百
五
一
助
の
子
左
婿
助
が
浪
人
か
ら
信
州
松
本
侯
に
仕
へ
よ

況
郎
左
衛
門
長
秀
殿
に
憾
在
、
小
姓
組
に
て
三
百
貫
一
ナ
ラ
ガ
ダ
ケ
奈
良
ヶ
録
石
川
郡
河
内
庄
奥
池
一
十
女
、
相
洞
弼
一
一
一
郎
領
加
賀
凶
村
東
方
弁
松
任
成
丸
一
ろ
と
し
た
時
、
正
保
四
年
三
成
が
彼
の
親
左
馬
助
の

給
り
、
其
後
百
三
十
貫
加
培
、
都
合
四
百
三
十
寅
被
一
領
に
あ
り
、
越
申
に
跨
る
。
二
叉
川
は
こ
の
綴
よ
り
一
之
段
銭
』
と
あ
る
成
丸
は
是
で
あ
ら
う
。
貸
永
誌
に
、
一
職
功
を
醤
き
典
へ
た
提
番
で
あ
る
。
第
ご
と
第
三
と

宛
行
候
。
能
之
師
庶
は
鐙
回
タ
雲
、
其
後
観
世
大
夫
一
流
れ
出
る
。
奥
三
方
山
の
東
に
並
び
、
越
申
で
は
倉
一
こ
の
村
領
に
普
山
寺
の
跡
が
あ
る
と
記
す
る
。
一
は
=
一
成
の
家
臣
山
口
彦
太
郎
の
弟
小
作
の
関
番
で
、

黒
雲
揚
子
に
館
成
る
。
実
正
九
年
七
用
ご
十
日
枠
菊
一
谷
三
方
と
い
ふ
。
高
さ
一
六
四
四
米
。
地
質
石
英
粗
一
ナ
リ
ア
ヒ
イ
ケ
成
合
池
源
平
盛
衰
記
の
平
家
一
前
者
は
鵠
弁
畷
役
に
闘
し
、
後
者
は
=
一
政
の
経
歴
に

法
附
・
仙
作
の
雨
入
ヘ
説
伏
有
之
候
。
天

E
九
年
八
一
面
岩
0

・
一
加
賀
闘
に
討
入
る
段
に
、
『
源
氏
は
篠
原
に
城
蜘
怖
を
構
一
関
す
る
。

用
十
三
日
死
、
年
七
十
一
一
一
。
法
名
高
源
院
信
親
居
士
。
』
一
ナ
ラ
ジ
ヤ
マ
借
地
山
越
稜
賀
三
州
志
飲
櫨
考
一
へ
て
あ
り
け
れ
ど
も
、
大
勢
肉
ひ
け
れ
ば
地
へ
ず
し
一
ナ
9
タ
ソ
ウ
キ
ユ
ウ
成
田
着
此
加
賀
の
滞
士

と
記
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
信
安
が
小
姓
と
し
て
長
秀
一
に
、
橘
山
は
江
沼
郡
橘
村
の
領
山
で
あ
る
が
、
箆
祉
一
て
、
佐
見
・
白
見
・
成
合
，
泊
打
過
ぎ
て
、
安
宅
渡
・
佳
一
成
田
勘
左
衛
門
図
玄
の
族
人
で
あ
る
と
い
ふ
。
蒼
札

に
旅
仕
し
た
と
い
ふ
事
は
、
長
秀
生
誕
の
年
に
於
い
一
は
今
明
ら
か
で
な
い
。
一
・
設
に
横
地
山
と
し
、
宗
摘
一
吉
滋
に
引
退
て
陣
を
取
る
。
』
と
あ
る
。
越
管
賀
三
州
一
遺
構
は
時
一
一
、
後
庄
助
。
俳
諮
を
閥
一
史
に
皐
び
、
初

て
信
安
が
阪
に
ご
十
六
歳
で
あ
る
の
だ
か
ら
信
じ
錘
一
雑
談
に
は
獄
地
山
に
作
る
と
あ
る
。
橋
地
山
も
獄
地
一
志
に
は
こ
の
成
合
池
を
、
水
の
出
合
池
に
て
地
名
で
一
践
を
李
牧
、
所
属
を
潟
之
屋
・
椀
庵
・
拾
薪
庵
叉
は
こ

い
や
ろ
だ
。
織
っ
て
思
ふ
に
、
波
寄
氏
に
関
し
て
は
一
山
も
、
共
に
橘
山
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
一
は
な
か
ら
号
と
い
ろ
て
ゐ
る
。
加
賀
志
徴
に
は
、
今
一
夜
庵
と
い
ひ
、
後
格
に
入
っ
て
八
坂
に
住
し
封
塔
庖

山
科
書
錨
卿
記
に
『
天
文
十
三
年
凶
用
九
日
賀
州
桂
一
ナ
ラ
ゼ
鳴
瀬
河
抱
郡
吉
.
ケ
庄
に
臨
す
る
部
帯
。
一
の
江
沼
郡
柴
山
潟
・
を
往
時
成
合
池
と
も
篠
原
油
と
も
一
と
い
ひ
、
閑
更
の
授
後
寛
政
十
ご
年
双
林
寺
の
芭
駕

林
院
・
悌
限
坊
以
下
四
五
人
下
向
。
波
容
叉
三
郎
同
一
ナ
ラ
ノ
ハ
ヨ
シ
ノ
シ
ヲ
リ
稲
葉
越
枝
折
三
加
。
一
呼
ん
だ
の
で
あ
り
、
服
装
記
篠
原
合
戦
の
傑
に
、
『
貫
一
党
に
移
っ
て
南
無
庵
を
穏
し
た
。
天
保
五
年
門
人
抱

下
向
。

mw
否
鋤
候
。
』
の
交
が
あ
る
。
桂
林
坊
と
僻
限
一
交
政
四
年
寄
回
景
胤
著
。
大
伴
家
持
そ
の
他
の
歌
人
一
時
討
た
れ
て
大
に
カ
務
し
、
成
合
を
引
篠
原
宿
に
着
』
一
儀
に
招
か
れ
て
江
戸
に
下
り
、
十
三
年
三
用
十
三
日

幼
と
は
共
に
白
山
富
の
衆
徒
で
あ
る
か
ら
、
波
容
叉
一
が
、
能
m
R

・
越
申
の
地
名
を
詠
出
し
た
紙
や
・
抄
出
し
一
と
あ
る
成
合
も
、
亦
篠
原
に
近
い
地
名
で
あ
ら
う
と
一
封
塔
庵
に
残
し
た
。
時
に
年
八
十
三
。
東
山
妙
闘
寺

一
一
一
郎
も
亦
同
じ
く
関
係
の
あ
る
者
で
あ
ら
う
。
叉
三
一
て
、
そ
の
地
名
の
存
磁
を
詳
論
し
、
附
録
に
加
賀
・
一
い
号
て
跨
る
。
一
に
採
り
、
分
骨
を
金
持
卯
民
妙
閥
寺
に
牧
め
た
。
句

郎
は
回
よ
b
彦
三
郎
信
安
で
は
な
い
が
、
二
人
共
に
一
能
菅
・
越
中
の
歌
枕
た
る
地
名
を
楳
出
し
、
古
今
集
一
ナ

9
ガ
ミ
ネ
成
ヶ
峰
石
川
郡
合
谷
の
部
務
か
一
集
に
は
嘉
永
五
年
大
夢
の
編
す
る
蒼
札
渡
句
集
が
あ

波
寄
な
る
稀
有
の
家
名
を
胃
す
が
故
に
、
互
に
一
額
一
以
後
の
献
を
挙
げ
て
考
按
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
ら
南
方
に
在
る
山
。
商
さ
一

O
五
六
米
。
地
質
山
頂
一
り
、
追
悼
集
に
は
梅
室
の
夏
娘
、
天
保
五
年
近
江
の

な
る
が
如
く
考
へ
ら
れ
、
更
に
彦
三
郎
が
猿
柴
な
る
一
ナ
ヲ
モ
ト
タ
ン
ク
ヤ
宿
本
締
結
石
川
郡
宮
丸
一
は
第
三
紀
屈
で
。
南
麓
に
石
英
組
商
岩
の
地
が
あ
る
。
一
苧
丈
の
折
柳
集
、
嘉
永
七
年
ハ
安
政
元
〉
梅
遁
の
タ
ば

般
に
、
叉
三
郎
も
亦
然
ら
ん
と
考
へ
る
時
は
、
ご
人
一
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
萄
祉
記
に
、
『
稲
本
前
祉
。
式
一
ナ
9
タ
ア
キ
ト
ホ
成
田
明
遺
字
は
盤
晦
、
税
一
え
、
明
治
サ
四
年
金
津
の
議
の
家
越
の
締
捌
集
が
あ

は
白
山
富
所
鴎
の
猿
築
で
あ
ら
う
と
い
ふ
結
論
に
建
一
内
一
座
。
宮
丸
保
宮
丸
村
銀
座
。
今
勝
昌
橋
本
大
明
一
は
遜
宇
・
消
志
、
一
宇
兵
術
と
稽
し
た
。
一
一
一
政
よ
り
況
代
一
る
。

ず
る
。
白
山
富
に
猿
柴
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
三
宮
古
一
前
刊
議
有
=
異
議
刊
或
日
宮
丸
枇
。
硲
祉
也
。
』
と
見
一
の
孫
。
亭
保
ご
年
前

m綱
紀
に
仕
へ
て
千
.
石
を
受
一
ナ
リ
タ
ミ
ツ
マ
サ
成
田
=
一
政
幼
名
猿
菊
、
後

記
康
永
四
年
臨
時
祭
の
傑
に
も
見
え
る
。
信
安
の
丹
一
え
、
務
政
の
時
は
本
山
抵
の
山
伏
持
費
院
が
之
に
事
一
け
、
馬
廻
組
に
列
し
、
入
年
作
事
奉
行
と
な
り
、
十
一
助
九
郎
・
政
丞
・
宇
右
衛
門
。
初
め
長
束
正
家
に
仕
へ

羽
長
秀
に
仕
へ
て
大
緑
を
得
た
と
す
る
は
、
後
世
子
一
仕
し
た
。
一
年
退
老
し
た
。
明
遠
志
気
殻
費
、
壌
を
好
み
、
業
を
一
百
石
を
食
み
、
次
い
で
丹
羽
長
重
に
小
訟
に
仕
へ
て

孫
の
加
へ
た
蛇
足
で
な
か
ら
う
か
o

J

一
ナ
ヲ
モ
ト
ジ
ン
タ
ヤ
槍
本
紳
枇
石
川
部
上
柏
一
室
直
請
に
受
け
、
叉
詩
歌
を
噌
ん
だ
。
十
二
年
夜
、
一
ご
百
石
を
受
け
た
。
慶
長
五
年
浅
井
畷
の
戟
に
功
あ

ナ
ム
ア
ン
南
無
慮
蕪
風
俳
人
の
庵
脱
で
、
閑
一
野
に
鎮
座
す
る
。
も
と
乙
偲
祉
と
い
ひ
、
明
治
十
四
一
年
三
十
七
0

.

一
・
り
、
機
四
百
石
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